
2-3 放流の方法 

 

 

・ 貯留水深が深い場合は、避難用として法面に階段等の通路を設置します。また、転落事故のおそれが

ある場合には、転落防止施設（柵）を設け、事故防止を図ります。 

・ 夜間の貯留に対する安全性に配慮し、必要に応じて照明設備などを設けます。 

・ 雨水流出抑制施設を公園や駐車場などに多目的利用する場合には、利用者の立場にたち、安全面に十

分配慮した構造や管理とする必要があります。 

貯留できる水深の目安（参考：『増補流域貯留施設等技術指針（案）』（社）日本河川協会） 

①駐車場貯留：10cm（※乗用車のブレーキドラムに水がつからない深さ） 

②公園貯留 ：児童公園 20cm 

③学校貯留 ：30cm 

・ 浸透施設の蓋のずれや安全施設の破損等により、思わぬ事故が発生する恐れがありますので、日頃か

ら点検が必要です。 

・ 出水時には、施設の状況を確認し、利用者を避難させるなどの対応が必要です。 

 

 

  

 

（1）放流先と放流量 

    雨水の放流先、放流量については、次の事項に配慮する必要があります。 

1）放流量を安全に流下することができる放流先を選定します。 

2）放流量は放流先の河川、水路等の管理者と協議を行い、その結果に基づいた許容放流量と     

します。ただし、開発区域1ha当たり0.05m３/sを上限とします。 

 

雨水流出抑制施設からの放流量（Ｑ’）（単位:m3／s） 

Ｑ’＝Ａ×Ｖｃ （Ｖｃ≦0.05）  

      この式において、Ａ、Ｖｃは、それぞれ次の数値を表します。 

       Ａ 宅地等以外の土地で行う雨水流出増加行為をする土地の面積（単位：ha） 

         あるいは湛水想定区域である土地に盛土をする土地の面積（単位：ha） 

       Ｖｃ 放流先水路等の許容比流量（単位：m3/s/ha） 

 

（2）放流断面（オリフィス）の算定 

放流断面の算定に関しては、放流量の算定式（オリフィスの式）より断面積を算定します。 
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a  ：放流断面積（単位：m２） 

C  ：流量係数0.6 

Q ′：放流量（単位：m３/s） 

g  ：重力加速度9.8（単位：m/s２） 

h  ：H.W.Lからのオリフィス中心までの水深（m） 

 

（3）自然排水できない場合 

    自然排水ができない場合は、ポンプによる排水も可能です。ただし、ポンプ排水量は許容放流量以下

とします。 

＊ ポンプ排水を行う場合には、事前に体制を整え､洪水時に操作遅れの生じないようにしておく必要

があります。 
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計 画 （つづき） 

④ 安全対策 
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① 放流施設の設計 


